
３ 学校自己評価 （Ａ…よくできた Ｂ…できた Ｃ…あまりできなかった Ｄ…できなかった）

領
域

評価の観
点

評価項目
番
号

実 践 目 標
２１年度

評価
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 今 後 の 改 善 方 策 等

家庭や地域への
情報発信

1
学校のホ－ムペ－ジや「千高だより」・「連携型中高一貫教育校だよ
り」、また「学年通信」等を通じて、学校の情報を可能な限り提供する。

Ａ 9 1 0 0
「たより」は継続していく。ホームページについては、改善案や更新策を、各部署
から募集する。また、質の保持と継続のため、複数で担当する。

学校評議員制度
等を活用した学
校運営の推進

2
学校評議委員会を定期的に開催し、また学校評議委員に授業や学校行事に
参加してもらい、それらについての意見を学校運営に役立てる。

Ｂ 4 5 1 0
年度当初に実践目標を明確にし、学校評議員に報告する。９月末頃に評価の中間報
告を取りまとめ、年度後半の取り組みに反映させる。

学校施設や教育
資源の地域への
開放

3 学校施設を定期的に地域の活動のために開放する。 Ａ～Ｂ 5 5 0 0
現在学校施設を定期的に使われている「和太鼓」や「柔道教室」の取り組みを地域
に紹介し、地域の人が学校により入りやすく利用しやすいようにする。

生徒指導方針の
確認と指導体制
の推進

4
年度当初に生徒指導方針を明確に職員・生徒に示し、定期的にその方針の
達成状況を確認し指導する。

Ｂ 2 5 1 2 生徒指導委員会の定期開催・生徒指導規定の見直しと改善・全校集会の継続。

5
生徒の個人面談を定期的に実施するとともに、家庭と密接な連携を図り、
必要に応じて家庭訪問を行う。

Ａ～Ｂ 5 5 0 0 学期に１度生徒との個人面談の実施。

6
キャンパスカウンセラ－によるカウンセリング研修を実施し、生徒の内面
理解を図る指導方法の共有を図る。

Ａ 7 3 0 0
本校生徒の実態に即した内容の研修会を持つ。（特別支援教育・カウンセリング事
例など）

進路指導体制の
充実

7
３年間を見据えて、進路指導に関する年間計画を作成し、組織的・継続的
に進路指導を実施する。

Ｂ 1 6 2 1 進学、就職それぞれに対する進路指導計画を作成する。

職業観・勤労観
の育成と進路意
識の向上

8
指導計画に就業体験を位置付けし、また外部講師による進路講演会などを
実施しながら、生徒の職業観・勤労観を高める。

Ｂ 4 6 0 0
もっと地元企業に働きかけ、講演依頼は勿論のこと、就業体験の機会を依頼する。
また、卒業生との懇話会を実施し、就業を身近で現実的な問題としてとらえさせ
る。

実践的指導力の
向上

9 いつでも地域に授業公開ができる体制を整える。 Ｂ 4 5 0 1
指導方法についての研修の機会を設ける。
各教科ごとに研究授業を実施し、意見交換をすることによって、授業の質の向上を
はかる。

計画性を持った
研修の実施

10
進路・教務・生徒指導等、学校の課題について校内研修を計画的に立案す
る。

Ｂ 1 6 2 1
部署内での意見交換の機会を定期的に設け、学校の課題を明示する。それをもとに
各部署で校内研修（講演会等）を計画・実施する。

実効ある学校マ
ニュアルの策定

11
防災・事故・防犯等に関する危機管理マニュアルを作成し、職員室などに
その要点の掲示をする。

Ｂ 4 5 1 0
掲示するだけでなく、危機管理に関する研修会を持ち、全職員が共通理解をし、意
識をもっておく。

家庭・地域・関
係機関と連携し
た危機管理体制
の推進

12
家庭・地域・関係機関との連携を密にし、安全・安心な学校にするための
危機管理体制を整備していく。

Ｂ 2 5 3 0 消防、警察、ＰＴＡと合同の訓練を行う。

13 生徒の資料、指導・実践の記録等を蓄積し、教師間で情報交換を行う。 Ｂ 2 5 3 0 定期的に学年会議を行う。また、学年だけでなく職員全体で情報を共有する。

14 学級委員の活用により、明るく活発で美化に心がけた学級経営を行う。 Ｂ 1 5 4 0 学級委員の仕事を明示し、生徒が自主的に動く学級経営を目指す。

平成２１年度 千種高等学校 学校評価（学校自己評価）

１ 学 校 教 育 目 標

恵まれた自然環境と地域に根ざす伝統・
文化や産業を教育活動に生かし、個性が
輝く体験や実践をとおして、“美しい兵
庫”をめざす豊かな人間性をはぐくみ、
自ら考え、自ら学び続ける人間を育成す
る。

２ 重 点 目 標

１ 地域に貢献し、地域に支えられる学校をめざす。
２ 福祉及び環境に関する理解を深め、地域における継続的なボランティア実践を行う。
３ 習熟度に応じた個別指導、選択授業を重視することで、生徒に学習の喜びを与え、興味・意欲の高揚を図る。
４ 各自の能力・適性の発見や自己理解を援助し、将来にわたり個性と能力を最大限発揮し得る生徒の育成に取り組む。
５ 小規模校の特性を生かして、生徒の内面的理解に努め、一人ひとりの心に響く指導にあたる。

教職員の
資質向上

危機管理
体制の整
備

学校運営
全般

開かれた
学校づく
り

生徒指導

進路指導

生徒の内面の理
解を図る指導の
工夫

学年・学級経営

学

校

運

営



ＰＴＣＡ
活動

ＰＴＣＡとの連
携

15
学校行事に保護者や地域の人の参加を呼びかけ、また生徒・職員が地域の
行事に積極的に参加する。

Ａ～Ｂ 5 5 0 0
年間の行事計画を早めに保護者・地域に広報し、行事計画を協力者の立場で参加し
てもらうようにする。

自ら学び
自ら考え
る力の育
成

体験的・問題解
決的な学習の展
開

16
地域貢献活動・就業体験・ふれあい育児など具体的な体験的活動を多く取
り入れ、授業の中でも問題解決的な学習を展開している。

Ｂ 3 6 1 0
体験活動は十分に取り入れているので、それぞれの計画を入念にし、さらなる効果
を目指す。問題解決的な学習は、効果が期待できるものを中心に、各教科やＬＨＲ
で取り入れる。

基礎・基
本の定着

生徒の学力の把
握と評価基準の
設定

17
それぞれの生徒の学力に応じた習熟度別授業や少人数指導などの指導方法
を工夫し、生徒の実態にあった評価基準を設定する。

Ａ～Ｂ 5 5 0 0 少人数での授業の推進。評価基準の明確化と共通理解。

総合的な
学習の時
間

教職員の協働体
制の確立

18
生徒の興味・関心・適性を把握し、そのニ－ズにあった学習テ－マを設定
し、職員が協働して取り組むための連携がとれている。

Ｂ 0 6 4 0
役割分担を明確にし、有識者や地域人材を活用する。また、年度当初に年間指導計
画を明示する。

個に応じ
た学習指
導の徹底

評価方法の創意
工夫

19 評価方法について全職員で各教科の評価に対して意見交換を行う。 Ｃ 0 3 5 2
一定の評価基準を設け、また多様な生徒に対応する評価方法の意見交換の場を設定
する。

自主的・実践的
な活動の活性化

20
委員会活動やＨＲ活動の充実に努め、生徒会活動など生徒の自主的な活動
を活性化する。

Ｂ 0 6 4 0 各委員会を定期的に行い、委員としての仕事を積極的に行うようにする。

部活動の活性化 21 小規模校の特性を生かしながら、部活動を活性化する。 Ｂ 2 5 3 0
千種中学校との部活動連携をより推進する。また、強化指定の部活動を実質的にア
ピールできる部に育て上げる。

ボランティア活
動

22
地域貢献活動や災害復興支援などの実践をとおして、自主的なボランティ
ア活動への意欲と態度を養う。

Ａ 6 4 0 0
特別なものとしてではなく、日々の取り組みとして、学年毎に活動内容を計画・実
施し、生徒全員の意欲を高める。（苗を育ててプランターづくりをし、施設などに
配布するなど）

教員の防災教育
に係る指導力・
実践力の向上

23
定期的な防災訓練を計画し、可能な限り地域住民と共に意識の高い訓練を
行う。

Ｂ 2 7 1 0
水害の経験から今年は防災に対する意識も高く、消防の方に工夫した防災訓練をし
ていただいた。この防災意識を継続し、来年はさらなる地域の参加を呼びかける。

実践的な安全教
育への取組

24
長期休業前などに救急救命講習会を実施し、救急救命に対し教職員と生徒
の意識と技術を高める。

Ａ～Ｂ 5 5 0 0
教職員向けの研修・全校生徒への研修を、消防署や校医の協力を得て実施する。生
徒への意識付けをより強くする工夫を行う。

人権教育
人権教育推進体
制への取組 25

３年間を見通した人権ＬＨＲの充実を図り、身近な問題をテーマに人権に
ついて話し合わせる。

Ｃ 0 3 5 2
担当者会議を数回に分けて設け、３年間で社会に出るための人権に関わる一通りの
知識をつけることを目指した計画を作る。次年度以降はその計画を基に人権教育を
すすめられるような指導計画を構築する。また、内容を全職員の周知にする。

情報教育
情報モラルの育
成 26

人権尊重を基盤として、プライバシーの保護や著作権の尊重性を考えさ
せ、出会い系サイト等に潜む危険性について指導する。

Ｂ 1 6 2 1

宍粟警察などの講演会を継続し、ネット犯罪の危機を生徒に知らせる。携帯電話の
利用状況などのアンケートを生徒に実施し、実態を把握した上で指導に当たる。ま
た、著作権、プライバシーの保護などに関するリーフレットを人権担当で作成し、
各学級で担任が指導する。

環境・福
祉教育

高齢者や障害の
ある人などへの
理解を深める指
導の推進

27
福祉施設や特別支援学校との交流や奉仕活動を通して、福祉への理解、福
祉活動に取り組んでいく意欲や態度を育てる。

Ｃ 0 3 7 0
「ちくさの郷」の利用者や地域の高齢者が体育大会、文化祭等の学校行事に来てく
ださる機会を利用し、交流の場を設ける。また、志引峠、町内清掃活動を行ってい
ることを、環境教育として位置づけ継続していく。

特色ある教育課
程

28
学校設定科目や多様な選択科目を設定し、類型の特色化と、小規模校とし
てのより効果的な教育方法を研究する。

Ａ 5 4 0 1 多様な生徒の個々の進路実現が可能になる特色ある教育方法を研究する。

外部講師の活用 29
地域人材・有識者等を特別非常勤講師として活用し、生徒の多様な興味・
関心に応えるとともに、より発展的で体験的な授業内容の学習活動を展開
する。

Ｂ 4 5 1 0
生徒の意見も取り入れ、また生涯を通して役立つ内容のものを厳選し、外部講師を
依頼する。

連携型中高一貫
教育校としての
教育活動推進

30
千種中学校との連携授業や行事を、地域の支援を受けながら計画的に推し
進める。

Ｂ 4 6 0 0
千種高等学校からの協力要請というかたちでなく、地域のために千種高校を存続さ
せる方策を中学校職員や地域と共に考えていく。

学校の個
性化・多
様化

防災・安
全教育

課

題

教

育

特別活動
（学校行
事など）

教

育

課

程

※高い評価の項目番号→１・３・５・６・１５・１７・２２・２４・２８



平成２１年度 学校評価（自己評価）のまとめ

特に高い評価だった項目

今後の課題項目

学力的に大きな差があるだけでなく、生徒個々の能力的な差にいかに対応して指導と評価をしていくかが課題であ
り、職員研修を積み重ねなければならない。

３年間を見通して計画を立て、学年事の目標を立てることが必要である。

※改善すべき項目番号→１９・２５・２７

生徒の内面の理解を図る指導
の工夫

家庭や地域への情報発信

連携型中高一貫教育への取り
組み

人権・福祉教育

試行年の今年度は、計画的に連携行事と連携授業を実施することができ、１月の「中高連携授業研究協議会」でも
多くの参加者を得て高い評価を受けることができた。来年度からの実施に向け、より一層の充実した取り組みが求
められている。

「千高だより」や「連携型中高一貫教育校だより」を定期的に地域に配布し、学校からの情報発信ができている。

少人数の利点を生かしながら、生徒への行き届いた心のサポートができている。また、キャンパスカウンセラーに
よる生徒の実態に即した研修会を持てている。

毎年恒例になっている全校生による志引峠の不法投棄物処理清掃活動や、ボランティア部の活動が評価されている
が、特に今年度は台風９号大水害被害地域への全校生による迅速なボランティア活動ができた。

特色ある教育課程
多様な生徒の実態に合った３コース（アクティブ・ベーシック・チャレンジ）が地域や近隣の学校に認知されてい
る。また、地域の人材を有効に年間を通じて活用できている。

ボランティア活動

評価方法の創意工夫



※千種高校の取組みについてＡ～Ｄで評価してください。わからない場合は空欄にしておいてください。

領域 評価の観点 評価項目 番号 評 価 内 容
２１年度
評 価

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

全 般

教
育
活
動

学校施設や教育資源
の地域への開放

3

生徒指導
生徒指導方針の確認
と指導体制の推進

5

ＰＴＣＡ活
動

ＰＴＣＡとの連携 8

学校評議員制度等を
活用した学校運営の
推進

2
学校評議委員会を定期的に開催し、また学校評議委員に授業や学校行事に参加
していただき、それらについての意見を学校運営に役立てている。

学

校

運

営

開かれた学
校づくり

学校施設を定期的に地域の活動のために開放している。

4 生徒は地域でのルールやマナーを守り、服装も高校生らしくできている。

進路指導 進路指導体制の充実

平成２１年度 千種高等学校 学校評価＜学校関係者評価＞

家庭や地域への情報
発信

1
学校のホ－ムペ－ジや「千高だより」・「連携型中高一貫教育校だより」、ま
た「学年通信」等を通じて、学校の情報を可能な限り提供している。

Ａ…よくできている Ｂ…できている Ｃ…あまりできていない Ｄ…できていない

恵まれた自然環境と地域に根ざす伝統・文化
や産業を教育活動に生かし、個性が輝く体験
や実践をとおして、 ”美しい兵庫”をめざ
す豊かな人間性をはぐくみ、自ら考え、自ら
学び続ける人間を育成する。

重 点 目 標学 校 教 育 目 標

１ 地域に貢献し、地域に支えられる学校をめざす。
２ 福祉及び環境に関する理解を深め、地域における継続的なボランティア実践を行う。
３ 習熟度に応じた個別指導、選択授業を重視することで、生徒に学習の喜びを与え、興味・意欲の高揚を図る。
４ 各自の能力・適性の発見や自己理解を援助し、将来にわたり個性と能力を最大限発揮し得る生徒の育成に取り組む。
５ 小規模校の特性を生かして、生徒の内面的理解に努め、一人ひとりの心に響く指導にあたる。

0

就職・進学等の適切な進路指導ができており、地域や保護者の信頼を得てい
る。

危機管理体
制の整備

家庭・地域・関係機
関と連携した危機管
理体制の推進

6 家庭・地域・関係機関との連携を密にし、安全・安心な学校になっている。

学校運営全
般

教育環境 7 教育施設・設備の充実と美化に努め、学習環境を整えている。

学校行事などで、保護者や地域の人との連携・交流ができている。

心の教育 福祉への理解

特色ある教
育

特色ある教育の推進

9

10

近隣の保育園児・幼稚園児とのふれあいや、福祉施設・特別支援学校の方との
交流を通して、福祉活動に取り組んでいく意欲や態度を育てている。

生徒個々の学力に応じた指導、生徒のニーズに応じた３コース（アクティブ・
ベーシック・チャレンジ）の設定、地域の人材活用などができている。

連携型中高一貫教育
校としての教育活動
推進

11

地域からの支援と理
解

千種中学校との連携授業や行事を、地域の支援を受けながら計画的に推し進め
ている。

12 千種高校は、地域から支援され、信頼される学校になっている。

Ａ～Ｂ 4 4 1 0

Ａ 7 2 0

0

Ｂ 3 4 2 0

Ａ 6 3 0

0

Ａ 5 4 0 0

Ａ 6 3 0

0

Ａ 7 2 0 0

Ａ 5 3 1

0

Ｂ 2 6 1

Ａ～Ｂ 4 4
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・学校関係者評価シートについては、さらにわか
りやすい評価シートの作成を要望された。

アンケートは、オープンハイスクール（中学生
対象）、体育大会（一般参加者対象）、オープン
スクール（一般参加者対象）、また生徒に対して
の授業アンケートを２学期に実施しており、情報
収集はよくできている。３学期には、保護者・生
徒に対しても学校評価ができており、ほぼ期待通
りの結果が得られている。

・保護者や地域に対して開かれた学校づくりの推
進については、よくできていると高い評価を得
た。また、「千高だより」や「連携校だより」等
で情報発信ができており、学校行事等でも保護者
や地域との連携・交流がよくできていると評価を
受けた。

・連携型中高一貫教育校としての取り組みは、千
種中学校との連携授業や行事を地域の支援を受け
ながら計画的に推し進められていると高い評価を
得た。

・生徒指導の充実については、保護者や地域から
の評価も上がっているが、今後さらに地域や保護
者からの協力・支援を得ながら、更なる充実を期
待すると要望された。

・生徒の進路目標を達成できるよう『基礎学力』
の定着・向上を大きな教育目標にしてほしいと要
望された。

学校関係者評価委員会の総合的なまとめ

1
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